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れて,流出労働力を機械への資本の増投によって,補填 したためであるとみることができる。農































ても有利 なため資金 を容易に吸収 しうる。 この結果,農 業の ごとき低利潤率部門に相 当す る低利
子率を設定す るな らば,高 利潤 部門の過剰投資を誘発す ることとな るであろ う。
資金を有効 に利用す るためには,各 部門の限界生産物の価値を等 しくす るよ うな資金配分がな
されることが必要である。農業の限 界生産物の価値を,他 部門のそれに等 しくな るよ うに,農 業
資源が配分 され る必要が ある。
高利潤率部門 に資金が 集中す るのは,資 金の効率的活用の観点からは望ましいのであるが,苓
細企業者 と しての農業者に も資金が当然必要 とされ る。 この場合,経 済的合理性,採 算性 に基礎
をお く私的金融機関では,充 分その要求 に応 ず ることは困難で ある。
特に,非 農 業部門 におけ る強 い資金需 要は,両 い資金 コス トの融資によっても前述 の如 くイ]利
であるから,農 業外への資金流出6)を助長 し,農 業者に対す る金融は農業振興のための政策的金
融とならざるを えない。零細規模経営に基因す る農 業者の物的信用力の欠如は近代的金融機関の
利用を非常に困難なもの としてお り,こ こに農業協同組 合金融の特に必要 とされる理由がある。
4.農業協同組合金融の性格
協同組合は 経済的に弱者の立場に立つ 多数の人々が 相 白二精神に 基づいて 結 合する団体7)であ
る。資本主義体制のなかで営利原則 に立脚 しないで,社 会連棉:主義的非営利原則を基調 とす る経
済的,社 会的団体であ る。 これは大資本企業 の生産の有利性 との対抗手段 として,中 小,零 細企
業者がその各 々の独立性 を保持 しなが ら競争力を強化す るための ものである。農業者は自己の経
済的地位を向上す るために農業協同組合を組織す る。農業協同組合 は,相 互扶助的理念によって
'運営されるべ きであ り,そ の金融汀動において も相 η二金融であることが望ましい。 しか し,そ の
相互金融的性格t-一r自生的貸1～1還流」8L一は弱 い。 これを補正するために制度 ・要綱融資が行
なわれている。
農業の恒常的低 収益性 と他産業 の高収益{生の対立 によって,農 業資金の需要は抑制 される傾 き
がある。 単協 ・信連 ・中金の系統金融機関は,本 来的機能 としての 相互金融的還流性 が 特 に弱
い。農業協同組 合の信用事業は預金の蒐集偏重か ら脱 して,貸 付の意識的増加 をはかることが必
要である。 、
改めて述べ るまで もな く,農 業協同組 合は組合員共通の利 益増巡iのために活動が統 憾 れた時
に,は じめてその機能 が 充分発揮 され る。 しか し,実 際 には 農業協同組合は1企 業者機∬旨に接
近」9)する傾向があるため,不 明確な存在 とな ってい る。 このため,当 初の設立 目的が相互扶助
的意識を基調 とした組合であ って も,資 本主義的営利活動の影響を強 くうけて,農 業者の資金を
外部に流出させ る通路 とな.,てしま うのである。組合の購 買,販 売,施 設利用事業においては,
組合の機能による利益 を うけ ることができる。 金融は資金の貸供関係であ り,需 給の両面が存在
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す る。金融機関 としての銀行は,諸 産業を包含するため資金 の需給の媒介 をな しうる。 しか㌧
農業協同組合の相 互主義は 「金融 には本質的 にはい反す る」10)もの と考 えられ る。 同業種である
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R6sum6
t
Manyfarmersarelimitedintheirfarmingprogranibecauseofinadequatefinancing.The
productivefarmer6ndsthat'hemayneedtoborrowmoneysothathecanincreaseorimprove
hisproduction.Principalunitofagriculturalproductionistheso'calledfamiiyfarm.Under
suchcircumstances,agriculturalcooperativefinincemaybemoresuitabハeforsmal日oans.We
shouldreme皿berthatcreditshouldbeusedonlywhenitcanimprovetheeconomicandsociat
conditionofthefarmfamily.
